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日
大
土
木
会
で
は
平
成
二
十
五

年
度
も
土
木
系
各
学
科
（
理
工
学

部
土
木
工
学
科
・
理
工
学
部
交
通

シ
ス
テ
ム
工
学
科
・
工
学
部
土
木

工
学
科
・
生
産
工
学
部
土
木
工
学

科
）
に
対
し
僅
か
で
は
あ
り
ま
す

が
教
育
支
援
費
を
贈
呈
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

各
学
科
主
任
よ
り
、
日
大
土
木
会

会
員
の
皆
様
へ
の
挨
拶
及
び
学
科

の
現
状
報
告
等
の
文
章
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
四
月
よ
り
、
工
学
部
土
木

工
学
科
主
任
が
堀
井
雅
史
先
生
か

ら
古
河
幸
雄
先
生
に
、
生
産
工
学

部
土
木
工
学
科
主
任
が
工
藤
勝
輝

先
生
か
ら
伊
藤
義
也
先
生
に
そ
れ

ぞ
れ
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
産
工
学
部
土
木
工
学

科
の
落
合
実
先
生
（
海
岸
工
学
）

が
本
年
四
月
よ
り
、
日
本
大
学
生

産
工
学
部 

学
部
長
に
就
任
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
落
合
先
生
か
ら
は

次
号
以
降
に
執
筆
い
た
だ
く
こ
と

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
（
最
終

面
に
生
産
工
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
挨
拶
文
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
）

①
主
任
教
授
挨
拶

　

平
成
二
十
四
年
十
月
か
ら
土
木

工
学
科
並
び
に
土
木
工
学
専
攻
の

主
任
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま

す
。

　

土
木
教
室
の
教
育
活
動
な
ら
び

に
学
生
の
就
職
支
援
に
、
日
大
土

木
会
の
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
多

く
の
校
友
の
皆
様
の
熱
意
あ
る
多

大
な
ご
支
援
と
ご
指
導
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と

も
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
校
友
の
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
、
ご
発
展
を
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

②
学
科
の
話
題

　

昨
春
、
平
成
二
十
五
年
四
月
か

ら
、
理
工
学
部
の
学
科
再
編
に
伴

い
、
土
木
工
学
科
は
一
学
年
の
定

員
を
二
百
八
十
名
か
ら
二
百
二
十

名
に
変
更
し
、
今
年
度
は
二
年
目

に
な
り
ま
す
。
学
生
定
員
削
減
と

入
試
志
願
者
数
の
増
加
傾
向
が
あ

い
ま
っ
て
、
入
学
者
の
学
力
レ
ベ

ル
が
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
面
で
は
、
引
き

続
き
土
木
の
主
要
な
分
野
に
対
応

し
た
「
構
造
工
学
・
地
震
工
学
」
、

「
水
工
水
理
学
」
、
「
地
盤
工
学
」
、

「
交
通
工
学
・
国
土
計
画
」
、
「
土

木
材
料
・
力
学
一
般
」
、
「
土
木
環

境
シ
ス
テ
ム
」
の
六
分
野
の
基
礎

を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と
を
柱
に
据
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
時
間
割
の

大
幅
な
変
更
を
行
い
、
科

目
配
置
を
整
理
統
合
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
や
現
場
見
学
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
実
施
し
や

す
く
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
学
院
教
育
に

つ
い
て
は
、
修
士
論
文
の

レ
ベ
ル
向
上
と
審
査
の
客

観
化
の
観
点
か
ら
、
中
間

発
表
実
施
の
義
務
化
、
学

会
等
で
の
研
究
発
表
を
修

士
論
文
の
受
理
要
件
に
設

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
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土
木
系
各
学
科
・
主
任
挨
拶

理
工
学
部
土
木
工
学
科

主
任　

野
村 

卓
史

た
。
大
学
院
生
は
熱
心
に
研
究
活

動
に
勤
し
み
、
学
会
等
外
部
発
表

に
お
い
て
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
も
修
士
論
文
発
表
優
秀
者

に
は
、
日
大
土
木
会
よ
り
「
日
大

土
木
会
奨
励
賞
」
を
授
与
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
二
十
五
年
度
の

五
名
の
受
賞
者
名
と
論
文
題
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。
相
沢
圭
俊
「
都

市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
脆
弱
性

に
関
す
る
リ
ン
ク
別
評
価
」
、
五

味
傑
「
バ
ラ
ン
ス
ド
扁
平
ア
ー
チ

構
造
の
構
造
特
性
と
解
析
モ
デ
ル

に
係
る
研
究
」
、
瀬
田
和
紀
「
一

槽
式
微
生
物
燃
料
電
池
の
出
力
に

与
え
る
ア
ノ
ー
ド
条
件
の
相
違
に

よ
る
影
響
」
、
有
馬
勇
人
「
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
津
波
に
対
す

る
海
岸
保
安
林
の
減
災
効
果
に
関

す
る
調
査
」
、
生
越
亮
「
東
京
圏

の
鉄
道
沿
線
郊
外
住
宅
地
に
お
け

る
高
齢
化
の
現
状
と
対
策
に
つ
い

て
」
。

　

就
職
に
つ
き
ま
し
て
も
、
日
大

土
木
会
に
よ
る
現
場
見
学
会
や

Ｏ
Ｂ
と
の
懇
談
会
の
支
援
の
ほ

か
、
諸
先
輩
方
の
多
大
な
ご
尽
力

に
よ
り
、
好
調
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
二
十
五
年
度

は
、
博
士
前
期
課
程
十
七
名
、
学

部
二
百
六
十
名
（
九
月
卒
業
生

六
名
を
含
む
）
が
卒
業
し
ま
し

た
。
公
務
員
一
〇
五
名
、
建
設
業

八
十
二
名
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

二
十
一
名
、
運
輸
十
一
名
ほ
か
各

方
面
に
多
く
の
学
生
を
送
り
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
就
職
希
望

者
の
就
職
率
は
一
〇
〇
％
で
あ

り
、
理
工
学
部
で
も
っ
と
も
高
い

値
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
員
組
織
の
面
で
は
、
徳
江
俊

秀
特
任
教
授
（
地
盤
力
学
）
、
久

保
田
進
教
授
（
海
岸
工
学
、
測
量

学
）
、
島
崎
敏
一
教
授
（
交
通
計

画
）
、
高
橋
直
己
助
手
（
水
工
分
野
）

が
昨
年
度
末
を
以
て
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
島
崎
教
授
は
四
月
か
ら
特

任
教
授
と
し
て
引
き
続
き
教
育
・

研
究
に
当
た
ら
れ
ま
す
。
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社
会
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
学
科
と
し
て
も
こ
の
よ
う

な
状
況
に
対
応
し
た
教
育
と
研
究

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
よ
り
明

確
に
す
る
た
め
、
学
科
名
称
を
交

通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
に
変
更
い
た

し
ま
し
た
。
目
標
と
す
る
と
こ
ろ

は
、
①
高
度
情
報
技
術
を
活
用
し

た
高
度
交
通
シ
ス
テ
ム
（ITS

）

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
高
度
な
交
通

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
理
解
と
応
用

力
の
養
成
、
②
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
か
ら
管
理
の
時
代
に
直
面
す

る
中
で
、
環
境
・
安
全
・
福
祉
な

ど
多
面
的
側
面
か
ら
捉
え
直
し
て

い
く
創
造
力
の
養
成
、
③
個
々
の

交
通
施
設
や
交
通
機
関
が
連
携
・

統
合
し
た
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の

養
成
で
あ
り
ま
す
。

　

学
科
名
称
は
変
更
い
た
し
ま
し

た
が
、
土
木
工
学
に
軸
足
を
置
く

学
科
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
交
通
シ
ス
テ
ム
工

学
科
に
と
り
ま
し
て
、
教
育
、
研

究
、
就
職
活
動
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

面
に
お
き
ま
し
て
、
理
工
学
部
土

木
工
学
科
殿
を
は
じ
め
と
す
る
土

木
会
各
学
科
と
の
連
携
は
不
可
欠

で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
連
絡
を

密
に
し
て
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
学
科
の
話
題
】

学
部
生
、
大
学
院
生
の
就
職
状
況

に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸
先
輩
方
の

ご
支
援
に
よ
り
こ
こ
数
年
好
調

を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
平
成

二
十
五
年
度
の
内
訳
は
、
公
務
員

二
十
名
、
建
設
業
三
十
七
名
、
運

輸
三
十
七
名
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

十
二
名
な
ど
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度
新

入
生
と
し
て
学
部
生
一
二
三
名
、

大
学
院
生
二
十
四
名
を
新
た
に
迎

え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教
室
人
事
と
し
て
、
平
成
二
十
五

年
度
で
田
中
絵
里
子
助
教
、
吉

田
庸
助
手
が
退
職
さ
れ
、
平
成

二
十
六
年
度
よ
り
稲
垣
具
志
助

教
、
池
田
隆
博
助
手
、
山
中
光
一

助
手
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

峯
岸
邦
夫
准
教
授
と
ま
ち
づ
く
り

工
学
科
兼
担
の
岡
田

智
秀
准
教
授
が
教
授

に
昇
格
さ
れ
ま
し

た
。
教
員
の
近
況
と

し
て
は
、
佐
田
達
典

教
授
が
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
学
会
論
文
賞
を
受

賞
さ
れ
、
ま
ち
づ
く

り
工
学
科
兼
担
の
天

野
光
一
教
授
が
富
士

宮
市
市
政
功
労
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

卒
業
生
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
大
学
に

と
っ
て
大
変
貴
重
な
財
産
で
す
。

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
で
は
、
各

学
年
の
同
窓
会
、
各
研
究
室
で
の

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
な
ど
の
開
催
を
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
大
学
で
の
開
催
を
検
討
さ
れ

て
い
る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
何
時

で
も
遠
慮
な
く
学
科
の
方
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
平
成
二
十
六
年
四
月
か

ら
教
室
主
任
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
古
河
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
大
土

木
会
に
は
、
工
学
部
土
木
工
学
科

に
様
々
な
ご
援
助
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
石

の
上
に
も
三
年
と
い
う
諺
が
あ
り

ま
す
が
、
お
陰
様
で
、
震
災
以
来

三
年
が
経
過
し
て
工
学
部
で
は
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
入
学
試
験

の
志
願
者
・
入
学
者
数
と
も
震
災

以
前
を
上
回
る
状
況
に
な
っ
て
土

木
工
学
科
の
教
員
一
同
心
を
な
で

下
ろ
し
て
い
る
と
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
二
十
六
年
度
前
期
の
授

業
は
四
月
十
一
日
よ
り
開
始
し
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
学
生
が
キ
ャ
ン
パ

ス
に
も
自
活
生
活
に
も
慣
れ
は
じ

め
て
活
力
の
あ
る
学
園
生
活
が
見

て
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
教
員

の
移
動
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
、
昨
年
と
同
様
の
陣
容
で
、
こ

れ
ら
学
生
を
社
会
に
貢
献
で
き
る

技
術
者
と
し
て
教
育
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
教
員
の
活
躍
と
し
て

土
木
工
学
科
堀
井
雅
史
教
授
が
、

六
月
二
十
四
日
に
福
井
大
学
教

育
地
域
科
学
部
で
開
催
さ
れ
た

二
〇
一
三
年
度
日
本
雪
工
学
会
総

会
に
お
い
て
、
二
〇
一
二
年
度
日

本
雪
工
学
会
学
術
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
、
最
近
五
年
間

に
日
本
雪
工
学
会
誌､

日
本
雪
工

学
会
大
会
論
文
報
告
集､

そ
の
他

本
学
会
の
刊
行
物
に
研
究､

計
画

､

設
計､

施
工､

考
案
な
ど
に
関

す
る
優
れ
た
論
文
を
発
表
し､

こ

れ
が
雪
工
学
に
お
け
る
学
術､

技

術
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
と
り
わ
け
独
創
的
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
者
に
授
与
さ
れ
る
賞

で
す
。
研
究
テ
ー
マ
は
「
冬
季
道

路
に
お
け
る
路
面
温
度
予
測
モ
デ

(2)  第 16 号

理
工
学
部

　

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科　　

主
任　

佐
田
達
典

工
学
部
土
木
工
学
科

主
任　

古
河
幸
雄
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一
方
、
こ
の
四
月
に
は
佐
藤
正

己
助
教
（
材
料
工
学
）
、
三
友
奈
々

助
教
（
都
市
計
画
）
が
そ
れ
ぞ
れ

助
手
か
ら
昇
格
し
、
二
つ
の
新
し

い
研
究
室
が
誕
生
し
ま
し
た
。
初

年
次
教
育
の
重
要
性
が
増
し
て
お

り
、
専
門
以
外
に
も
測
量
実
習
や

各
演
習
等
、
若
い
教
員
を
交
え
な

が
ら
基
礎
力
の
あ
る
実
践
的
な
学

生
を
育
て
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
鞭

撻
を
い
た
だ
け
き
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　　

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
教
室

主
任
を
務
め
て
お
り
ま
す
佐
田
で

ご
ざ
い
ま
す
。
一
昨
年
十
月
に
教

室
主
任
を
拝
命
し
本
年
九
月
末
ま

で
の
任
期
と
な
り
ま
す
。

　

本
学
科
は
昨
年
四
月
に
社
会
交

通
工
学
科
か
ら
交
通
シ
ス
テ
ム
工

学
科
へ
名
称
を
変
更
し
、
本
年
は

二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
学
科

は
一
九
六
一
年
に
交
通
工
学
科
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
わ

が
国
で
唯
一
の
交
通
施
設
の
計

画
、
建
設
、
そ
し
て
管
理
・
運
営

を
行
え
る
技
術
者
の
育
成
を
行
う

土
木
工
学
系
の
学
科
と
し
て
教

育
・
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
情

報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

の
進
展
は
目
覚
ま
し
く
、
加
え
て

東
日
本
大
震
災
以
降
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
に
対
す
る
考
え
方
も

大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
交

通
に
対
し
て
は
、
情
報
技
術
を
活

用
し
移
動
者
と
交
通
機
関
・
交
通

施
設
が
有
機
的
に
結
合
し
た
交
通

シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
と
、
そ
れ
に

よ
る
よ
り
安
全
で
持
続
的
な
交
通
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ル
の
構
築
に
関
す
る
一
連
の
研

究
」
で
す
。

　

学
生
で
は
、
学
会
で
優
秀
講
演

者
の
選
ば
れ
た
学
生
が
二
名
お
り

ま
す
。
一
人
目
は
土
木
工
学
専
攻

二
年
の
谷
田
貝
航
君
で
す
。
発
表

学
会
は
土
木
学
会
全
国
大
会
第

六
八
回
年
次
学
術
講
演
会
で
、
講

演
題
目
は
「
間
隙
の
再
配
分
を
考

慮
し
た
液
状
化
強
度
評
価
の
た
め

の
部
分
排
水
繰
返
し
せ
ん
断
試

験
」
で
、
大
地
震
後
に
起
こ
る
液

状
化
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

に
迫
っ
た
研
究
で
す
。
二
人
目
は
、

土
木
工
学
専
攻
一
年
の
森
拓
馬
君

で
す
。
発
表
学
会
は
第
一
回
日
本

水
環
境
学
会
東
北
支
部
研
究
発
表

会
で
、
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
排
水
を
処
理
す
る
多
段

型
人
工
湿
地
の
浄
化
性
能
」
で
、

静
岡
県
富
士
市
に
あ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
の
排
水

処
理
に
使
わ
れ
て
い
る
人
工
湿
地

の
水
浄
化
性
能
に
つ
い
て
研
究
で

す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
就
職
状

況
は
、
非
常
に
良
好
で
就
職
率

一
〇
〇
％
を
二
年
連
続
で
達
成
し

工
学
部
で
最
も
高
い
内
定
率
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
公
務
員

も
多
く
の
学
生
が
合
格
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
も
特
に
福
島
県
や

生
産
工
学
部
土
木
工
学
科

主
任　

伊
藤
義
也

県
内
の
市
役
所
に
採
用
さ
れ
た
卒

業
生
に
は
、
福
島
県
の
復
旧
、
復

興
に
活
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
工
学

部
卒
業
の
新
人
が
先
輩
方
の
職
場

に
配
属
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は
ご
指

導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
工
学

部
で
は
、
毎
年
北
桜
祭
の
開
催
時

（
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
六
日
）

に
あ
わ
せ
「
母
校
を
訪
ね
る
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

昭
和
三
十
九
、
四
十
九
、
五
十
九
、

平
成
六
、
十
六
年
の
卒
業
生
が
該

　

日
大
土
木
会
の
皆
さ
ん
、
本
年

度
四
月
か
ら
主
任
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
伊
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
が
経

ち
ま
し
た
が
、
復
旧
・
復
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る

技
術
者
、
卒
業
生
の
方
々
の
ご
努

力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
安

全
に
ご
留
意
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

○
平
成
二
十
五
年
度
の
報
告

土
木
学
会
平
成
二
十
五
年
度
全
国

大
会
が
平
成
二
十
五
年
九
月
四
日

～
六
日
の
三
日
間
、
生
産
工
学
部

津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
、
三
日
間
に
延
べ
一
九
二
五
五

人
の
参
加
者
を
い
た
だ
き
、
盛
況

の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

工学部土木工学科のホームページ

も
ひ
と
え
に
、
土
木
学
会
の
大
会

運
営
委
員
会
の
皆
様
方
、
並
び
に

日
大
土
木
会
の
会
員
の
ご
協
力
お

よ
び
ご
支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

九
月
八
日
に
は
ご
存
じ
の
よ
う

に
、
二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地

が
東
京
に
決
定
し
、
土
木
界
が
イ

ン
フ
ラ
施
設
の
強
靱
化
や
観
光
立

国
に
向
け
て
の
景
観
整
備
、
防
災

技
術
な
ど
大
き
く
注
目
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
三
月
に
一
七
六
名
が
卒

業
い
た
し
ま
し
た
。
就
職
の
内

訳
は
、
建
設
業
五
六
％
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
一
二
％
、
公
務
員

一
二
％
、
製
造
・
小
売
・
自
営
業

九
％
、
進
学
十
一
％
で
あ
り
ま
す
。

日
大
土
木
会
の
皆
様
、
校
友
会
の

諸
先
輩
の
就
職
の
ご
支
援
に
御
礼

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
卒

業
生
へ
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
②
学
科
の
近
況
報
告

　

今
春
、
前 

学
部
長
が
平
成

二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
け
で

辞
任
す
る
に
伴
い
、
学
部
長
候
補

者
選
挙
が
去
る
一
月
三
十
日
に
行

な
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
土
木
工
学

科　

落
合　

実　

教
授
が
教
職
員

多
数
の
支
持
を
得
て
選
任
さ

れ
、
四
月
一
日
に
新
生
産
工
学

部
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
落

合
先
生
は
生
産
工
学
部
、
大
学

院
生
産
工
学
専
攻
、
出
身
の
い

わ
ゆ
る
生
え
抜
き
で
あ
り
ま

す
。
日
大
土
木
会
の
方
々
の
さ

ら
な
る
応
援
と
お
力
添
え
が
必

要
で
す
の
で
今
後
と
も
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
土
木
工
学
科
で
は
平

成
二
十
六
年
度
に
新
し
い
教
員

を
二
名
お
迎
え
し
て
お
り
ま

す
。

　

お
一
方
は
、
木
下
誠
也
教
授

で
あ
り
ま
す
。
木
下
先
生
は　

生産工学部土木工学科のホームページ

当
し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
卒
業
年

次
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
ご
出
席
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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昭
和
五
十
一
年
東
京
大
学 

工
学

部 
土
木
工
学
科
を
卒
業
、
昭
和

五
十
三
年
東
京
大
学
大
学
院
工
学

系
研
究
科 
土
木
工
学 

修
士
課
程

修
了
後
に
三
十
一
年
間
の
行
政
経

験
（
建
設
省
、
国
土
交
通
省
）
を

経
て
、
愛
媛
大
学
防
災
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
の
教
授
を
三
年
四
か
月

勤
め
ら
れ
、
本
年
四
月
に
お
招
き

い
た
し
ま
し
た
。
専
門
は
、
建
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
社
会
資
本
の
整

備
・
管
理
、
防
災
・
危
機
管
理
な

ど
で
あ
り
、
実
務
経
験
を
踏
ま
え

た
実
践
的
な
研
究
・
教
育
を
担
当

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

も
う
お
一
方
は
、
本
学
大
学
院

総
合
科
学
研
究
科
環
境
科
学
専
攻

を
修
了
の
中
村
倫
明
助
手
で
す
。

中
村
先
生
は
、
東
電
環
境
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
（
現
；
東

京
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会

社
）
に
勤
務
さ
れ
、
発
電
所
建
設

及
び
港
湾
工
事
に
お
け
る
環
境
影

響
に
つ
い
て
，
調
査
・
研
究
を
行

な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
学
生
の
目

線
に
た
っ
て,

後
輩
を
指
導
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
研
究
面
で
も

引
き
続
き
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
引
き
続

き
「
技
術
者
と
し
て
の
将
来
を
楽

し
み
に
す
る
教
育
」
の
具
現
化
を

目
的
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
を
見

渡
し
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育

と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン

教
育
の
体
系
化
を
進
め
て
お
り
ま

す
。キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
は
、

導
入
教
育
と
し
て
一
年
時
の
「
土

木
ゼ
ミ
Ⅰ
」
、
二
年
時
に
は
「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
お
よ
び
「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
演
習
」
に
よ
り
必

修
科
目
で
あ
る
三
年
時
の
生
産
実

習
、
四
年
時
の
卒
業
研
究
に
連
携
・

連
結
し
た
体
系
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
は
土
木
工
学
科
が

進
め
て
い
た
初
年
次
導
入
教
育
の

「
初
年
度
ゼ
ミ
Ⅰ
」
が
学
部
全
体

の
各
科
共
通
科
目
の
必
修
科
目
と

し
て
「
初
年
次
ゼ
ミ
」
「
二
年
次

ゼ
ミ
」
が
こ
の
科
目
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
教
育
の
体
系
化
に
導
入

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン

教
育
は
一
年
次
に
設
置
さ
れ
て
い

る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
Ⅰ
」
で

は
「
土
木
教
育
が
実
社
会
で
い
か

に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
」
を
体

験
的
に
学
ぶ
た
め
、
与
え
ら
れ
た

資
材
と
器
具
で
規
格
内
の
ソ
イ
ル

タ
ワ
ー
を
完
成
さ
せ
る
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
て
お
り
、
学
生
の
失

敗
体
験
に
よ
る
気
づ
き
か
ら
学
生

の
課
題
の
発
見
と
解
決
力
の
育
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

落合実 新生産工学部学部長の挨拶（生産工学部のホームページより）
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